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エコライフDAY2019冬の結果を
お知らせします

　新型コロナウイルスの感染症拡大
に伴い、皆さんの安心安全を守る観
点から、5月17日に実施を予定して
いた春のごみゼロ運動は中止としま
した。
　準備を進めていただいた皆さんに
はご迷惑をお掛けして申し訳ありま
せんが、ご理解とご協力をお願いし
ます。

▶ 問い合わせ　環境課環境業務担当
☎556―9530

ごみゼロ運動を
中止します

　3月20日午後3時35分ごろ、持田長町子供ひろば（南西側）ごみ集
積所で火災が発生しました。
　集積所からの出火を防止するため、次のことにご注意ください。
・ ごみの排出は収集日当日の朝、午前8時30分までにお願いします。
・夜間や、事前に出すことは絶対におやめください。
・ 家の周りの整理整頓に心掛け、燃えやすいものを置かないようにし
てください。

▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530

ごみ集積所で火災が発生しました

※1　参加区分によってチェック項目が異なります。
※2　 一般は4団体(二持田第一自治会、持田西自治会、ものつくり大学、行田郷土史研究会2012)の合計です。団体

別の詳細は市ホームページに掲載しています。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

　エコライフDAYとは、省エネ・省資源など環境に配慮した一日を送り、簡単なチェックシートで温室効果
ガスである二酸化炭素の削減量を把握し、ライフスタイルを見直すきっかけを作る取り組みです。
　市では市内の小・中学生とその家族に協力をいただき、令和元年12月9日から15日の期間内の一日に
ついて実施しました。また、エコライフDAY実施の募集をしたところ、4団体(二持田第一自治会、持田
西自治会、ものつくり大学、行田郷土史研究会2012)から応募があり、それぞれ期間を設定し、実施して
いただきました。
　今回のエコライフDAYにより削減できた二酸化炭素の量は2,439,598グラムとなりました。これは約
1,034リットルのガソリンを燃焼させたときに排出する二酸化炭素の量と同じです。

参加区分※1 参加数(人) 二酸化炭素削減量(g) 一人あたりの削減量(g)

小学5年生
児童 　559 　553,087 　989

家族、教職員 　456 　446,148 　978

中学2年生
生徒 　562 　532,775 　948

家族、教職員 　137 　141,590 1,034

一般 ※2 　277 　269,529 　973

市役所 職員など 　576 　496,469 　862

合　　計 2,567 2,439,598   950


